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はじめに
本書は Sushi Sensor システムの概要および各コンポーネントの関連ドキュメントが記載
されています。本書および関連文書のガイドは Sushi Sensor システムの立上げ時のガイ
ドラインを示します。メンテナンスおよびトラブルシューティングについては，各コン
ポーネントのマニュアルを参照してください。

■.商標
・ Sushi Sensor は横河電機の登録商標です。
・ LoRa の名称および関連するロゴは，Semtech Corporation またはその子会社の登録

商標または商標です。
・ その他，本文中に使用されている会社名，商標名は各社の登録商標または商標です。
・ 本文中の各社の登録商標または商標には，™，® マークは表示しておりません。
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1. Sushi.Sensorシステムの概要
Sushi Sensor システムは，生産設備や機器の傾向監視を目的とした Industrial IoT（産業用
IoT）センサである Sushi Sensor，LoRaWAN ゲートウェイ，測定データを保存・活用する
ための上位システム，および Sushi Sensor の設定および状態確認を行う Sushi Sensor App
から構成されます。上位システムは，クラウド環境とオンプレミス環境のいずれの構成
にも対応します。

Sushi Sensor

NFC

インターネット
または
LAN

データ収集
サーバ

上位システム
（クラウドまたはオンプレミス）

傾向監視
予知診断など

LoRaWAN

移動体通信，
Wi-Fiなど LoRaWAN

ゲートウェイ

Sushi Sensor App
（Android 端末）

F010001.ai

図1-1　Sushi.Sensorシステム構成図
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●. Sushi.Sensor
生産設備や機器の傾向監視を目的とした Industrial IoT 向けセンサです。LoRaWAN を採用
し長距離通信を実現します。また，スマートフォンの NFC 機能を活用したセンサの設定・
状態確認をサポートします。

●. LoRaWANゲートウェイ
LoRaWAN ゲートウェイは Sushi Sensor の送信データを上位システムに中継する機能およ
び LoRaWAN のネットワーク管理機能を提供します。また，ゲートウェイを複数台設置す
ることで Sushi Sensor とゲートウェイ間の通信経路を冗長化させることが可能です。

●.上位システム
上位システムは 1 台以上のデータ収集サーバから構成されます。
データ収集サーバ は Sushi Sensor が送信する測定データや機器状態などを収集し，Sushi 
Sensor が測定している設備・機器などの状態をオンラインで監視します。また Sushi 
Sensor の機器状態によってメンテナンスのタイミングを通知することも可能です。デー
タ収集サーバで保存しているデータを他のアプリケーションへ出力することで，測定対
象の傾向監視や予知保全などに活用できます。
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2. エンジニアリングフローと
関連ドキュメント

Sushi Sensor システムを構築するためのエンジニアリングの流れとその作業内容について
説明している関連ドキュメントを示します。

機器納品

上位システムの
エンジニアリング

Sushi Sensor システムの
ループチェック

Sushi Sensor システムの
機器管理対象機器のデータ収集

LoRaWAN ゲートウェイの
エンジニアリング

Sushi Sensor の
センサ設定

Sushi Sensor の
ネットワーク設定

Sushi Sensor システム構築には次の 4 種類のエンジニアリングが必要です。
(1) Sushi Sensor の設置，ネットワーク設定，センサ設定
(2) LoRaWAN ゲートウェイのエンジニアリング
(3) 上位システムのエンジニアリング
(4) Sushi Sensor システムの立ち上げとメンテナンス
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以下に各項目の関連ドキュメントを示します。

(1) Sushi Sensor の設置，ネットワーク設定，センサ設定
Sushi.Sensor ドキュメント番号 ドキュメント名称

共通 TI 01W06A51-10 Sushi Sensor システム LoRaWAN 構築ガイド
TI 01W06A51-41 Sushi Sensor システム キーカード作成手順
IM 01W06C01-01 Sushi Sensor シリーズ ソフトウェア編

XS770A IM 01W06E01-01 XS770A 一体形無線振動センサ スタートアップ編
IM 01W06E01-11 XS770A 一体形無線振動センサ 機能編

XS110A IM 01W06D01-01 XS110A 無線通信モジュール
XS530 IM 01W06F01-01 XS530 圧力測定モジュール
XS550 IM 01W06F02-01 XS550 温度測定モジュール
XS822 IM 01W06G01-01 XS822 スチームトラップ監視モジュール

(2) LoRaWAN ゲートウェイのエンジニアリング
メーカ ドキュメント番号 ドキュメント名称

Multi-Tech Systems TI 01W06A51-50 LoRaWAN ゲートウェイ設定ガイド
Multi-Tech Systems 社製 MultiConnect Conduit IP67 
Base Station

(3) 上位システムのエンジニアリング
導入する上位システムのドキュメントを参照してください。

(4) Sushi Sensor システムの立ち上げとメンテナンス
(1) のドキュメントを参照してください。
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改訂情報
タイトル： Sushi Sensor システム エンジニアリングガイド
ドキュメント番号： TI 01W06A51-01JA

版No. 改定日付 訂正・変更箇所
1 2018 年 6 月 新規発行
2 2018 年 8 月 Sushi Sensor システム キーカード作成手順を追加
3 2020 年 2 月 圧力・温度センサ発売に伴う改定
4 2024 年 2 月 スチームトラップ監視モジュール販売に伴う改訂
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